
第5章 　受講者の学習活動 ・社会活動などに対する意識

第1節 　受講者の学習活動 ・社会活動への意識の変化

　 2013年 調査では学習ニーズについてい くつかの角度か らたずねたが、本調査では、①現在の学習

活動 ・社会活動への意識、②70代 以降に学びたい学習内容、③60代 から70代 にかけての学習意識の

変化の3点 か ら、受講者の学習への意識をたずねた。これらの設問の背景には、70代 以降の学習や

社会活動をいかにとらえるかという問題意識がある。

　図表5-1は 、現在学習活動や社会活動にどのていど関心があるのかをたずねた結果である(「非

自分の好きなことや得意なことを深めたい

23.0 60.8 13.5 2.7

(N=742)

これまでやってきた学習や活動をさらに深めたい

22.8 57.6 16.3 3.3

(N=760)

これまでやってこなかった新しい学習や活動をしてみた

い
20.3 59.2 16.7 3.1

(N=747)

これまでやりたかったがやれなかった学習や活動をした

い
17.3 57.0 20.1 5.6

(N=733)

多くの人と交流しながら学習や活動をしたい

16.6 54.1 23.1 6.1
(N=739)

新しい人たちと一緒に学習や活動をしたい

12.1 58.3 23.4 6.2
(N=727)

もっと自分のために時間を使いたい

11.1 52.4 28.2 8.3
(N=727)

以前より学習や社会活動への意欲は増加した

9.0 54.2 29.3 7.5

(N=736)

これまで親しかった人たちと一緒に学習や活動をしたい

11.5 51.6 27.6 9.3

(N=732)

社会とのかかわりのある学習や活動をしたい

9.6 48.8 33.4 8.1

(N=727)

自分の内面を見つめる学習や活動をしたい

8.5 44.0 35.5 12.0

(N=727>

少ない人数の中で学習や活動をしたい

9.2 37.3 41.0 12.4

(N=715)

昔苦手だったことにもう一度挑戦したい

8.5 36.4 41.0 14.1

(N=731)

もっと他人や社会のために時間を使いたい

3.0 40.8 44.8 11.4

(N=726)

以前より学習・社会活動への意欲は低下した

2.3 15.0 52.0 30.6

(N=725)

どちらかというと1人で学習・活動をしたい
3.8 13.3 34.3 48.6

(N=714)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■非常にそう思う □ややそう思う

□あまりそう思わない □そうは思わない

図表5-1 学習 ・社会活動への関心
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常にそう思う」と 「ややそう思 う」の合計比率が高いものから順に並べている)。 これによると 「自

分の好 きなことや得意なことを深めたい」の84%が 最 も高率で、「これまでやって きた学習をさら

に深めたい」の81%と 「これまでやってこなかった新 しい学習や活動をしてみたい」の80%が これ

に次いでいる。これ までうまくいった ものをさらに深めたい というニーズが、非常に高率だという

ことがわかる。逆に 「1人 で学習 ・活動をしたい」は17%と 大変低率で、「多 くの人 と交流 しなが ら」

が71%で あることを考えると、まわ りの人とともに学習をしたい人が多いといえる。「1人で学習 ・

活動を」は、「そ う思わない」者の比率が最 も高かった。「学習意欲が減った」者 も17%と 低 く、「学

習意欲が増加 した」者が63%と 高いことを考 えると、高齢者大学校が受講者の学習意欲喚起に一定

の効果があるものと考 えられる。「他人や社会のため」 も44%と それほど多 くな く、や はり自分の

好 きなことがまず大事だ と考えられているようである。

　巻末資料をもとに男女別の差 をみると、「これ までや りたかったがやれなかった学習や活動 を

したい」(男 性70%、 女性79%)、 「新 しい人たちと一緒に学習や活動 をしたい」(男 性64%、 女性

76%)、 「昔苦手だったことにもう一度挑戦したい」(男 性41%、 女性49%)、 「もっと自分のために

時間を使いたい」(男 性60%、 女性69%)で 有意 に女性のほうが高率であった。 これ らの項 目群か

ら判断するならば、多 くの高齢女性が男性 よりも、それまでの時期に家事などに時間が割かれ、十

分に自分の学習のための時間が取 りにくかったのではないか ということも考えられる。

　同様に巻末資料か ら年齢別の比較をみたところ、全体的に顕著な有意差はあまりうかがえなかっ

た。そのなかで注 目したいのが、「自分の内面を見つめる学習や活動 をしたい」で、「そう思 う」者

が、60代49%、70代 前半54%、70代 後半以降66%と 、年齢 にともなう上昇を示 していた。「非常に

そう思う」でも60代8%、70代 前半9%、70代 後半以降12%と 徐 々に比率が上がっている。 自身の

内面と向 きあう学習は60代 か ら70代 にかけて活性化する学習だといえよう。また例 えば 「以前より

学習意欲が低下 した」などで年齢による比率低下はあまりうかがえなかったが、この施設が地域施

設でないだけに、学習意欲が低下 した者は参加 していない可能性 も大 きい。

　図表5-2は 、70代 以

降に学びたい学習内容で

ある。質問では、70代 以

前の人には60代 まで とく

らべてどのような学習を

行いたいか、逆に70代 以

上の人には、どのような

学習を行いたいと思 うよ

うになったかを、27個 の

学習内容領域からあては

まるものすべてに○をつ

けてもらうというかたち

でたずねている。これに

よると、最 も高率であっ

た項 目は 「歴史」(46%)

図表5-2　 70代以降に学んでみたい学習内容(複 数回答)

学習内容 比率(回 答数) 学習内容 比率(回 答数)

歴史 45.5(357) 終活、死に関す ること 17.0(133)

健康問題 35.5(278) 政治 15.9(125)

趣朱 30.0(235) 園芸 ・農 園 15.6(122)

音楽 25.1(197) 哲学 ・人間学 15.4(121)

運動 ・スポー ツ 22．4(176) 医療 15.1(118)

情報 ・インターネ ット 21.7(170) 書道、習字 14.4(113)

人との交流 21.4(168) こころの問題 14.0(110)

外国語 20.7(162) 宗教 12.8(1O0)

古典や文学 19.4(152) 福祉 12.0(94)

美術 19.3(151) 法律 10.3(81)

社会の出来事 19．0(149) 子ども・青少年問題 6.6(52)

経済 18.5(145) 自分史、過去のふ り返 り 5.5(43)

国際問題 18.0(141) 家族問題 5.2(41)

高齢者問題 17.3(136) 全　体 784
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であったが、大阪府高齢者大学校では歴史関連の講座が11個 開設 されてお り、その影響が出ている

のかもしれない。ただ2013年 調査でも最も希望率が高かった項 目は、「日本の歴史」(77%)と 「地

域の歴史や文化」(73%)で あった。2008年 の西宮市調査 でも、88%の 者が 「地域の歴史や文化」

を学びたい と答 えていた。 したがってとくに地域の歴史への学習ニーズは、高齢者にかなり根強い

ものだといえよう。「健康問題」(36%)も 高率であったが、これは、70代 以降の健康状態の変化へ

の留意が重要となると考えられたからであろう。その後 「趣味」(30%)、 「音楽」(25%)、 「運動 ・

スポーツ」(22%)、 「情報 ・インターネット」(22%)な どと続 くが、比較的多 くの高齢者大学で取

り上げ られている一般的な学習内容が並んでいるといえる。逆に比較的低率であった項 目は、「家

族問題」(5%)、 「自分史、過去のふ り返 り」(6%)、 「子 ども・青少年問題」(7%)な どであった。

　 巻末資料か ら男女別の結果をみると、男性 のほうが有意 に高率であった項 目は、「歴史」(男 性

60%、 女性32%)、 「宗教」(男 性17%、 女性9%)、 「哲学 ・人間学」(男 性18%、 女性13%)、 「政治」

(男性22%、 女性10%)、 「経済」(男 性26%、 女性12%)、 「国際問題」(男 性24%、 女性13%)あ た

りであ り、逆に女性のほうが高率であった項 目は、「古典や文学」(男性15%、 女性24%)、 「音楽」(男

性20%、 女性31%)、 「書道、習字」(男 性10%、 女性18%)、 「外国語」(男 性16%、 女性25%)、 「こ

ころの問題」(男 性11%、 女性18%)、 「人 との交流」(男 性19%、 女性25%)あ た りであった。男性

のほうが社会的 ・思索的内容に関心がつ よく、女性のほうが人間関係的 ・芸術文化的な内容に関心

がつ よいといえそうである。同様の傾向は2013年 調査や西宮市調査で もうかがえた。

　年齢別の差では、「政治」(60代13%、70代 前半17%、 同後半以上27%)と 「人 との交流」(60代

18%、70代 前半26%、 同後半以上27%)で 年齢が上がるにつれて比率が上昇 していることが うかが

えた。「歴史」の選択率は、60代 で41%で あったが70代 以上では53%で あった。「高齢者問題」「自

分史、過去のふ り返 り」 も、70代 後半以降で比率が上昇 していた。逆 に 「外国語」(60代25%、70

代前半18%、 同後半以上13%)、 「園芸 ・農園」(60代18%、70代 前半15%、 同後半以上9%)は 、

年齢の上昇 とともに比率は低下 していた。

　学習意識関連の3つ めの設問は 「60代か ら70代 にかけての学習 ・社会活動意識の変化」で、図表

5-3が この単純集計の結果である。60代 の者 にとってはどのように変わると思うかをたずね、70

代以上の者にはどのように変わったかをたずねている。これによると、最 も高率であった項目は 「70

代になると、 自分の好 きな学習により集中するようになる」(42%)で 、「70代になると、 自分の好

きなことに打 ち込みたい」(40%)、 「70代になると、 自分のために時間を使いたいと思 う」(39%)

がほぼ同率で並 んでいる。いずれも 「自分の好 きなことに特化する」 という点で共通 しているとい

える。「それまでうま くいったことを続けたいと思 う」(35%)、 「学習や活動をするうえで年齢のこ

とは考えないようにしている」(35%)、 「現代社会の流れについていきたい」(32%)と いういわゆ

る継続性 に関連する項 目も、ほぼ3人 に1人 が選択 していた。それまでの活動スタイルを継続 させ

たいと思 うのが70歳 前後の課題だという指摘があるが、 ここでもあるていどその点が確かめ られた

かと思える(堀 薫夫 「継続性の視点からみた高齢期における学習意識の変化に関する調査研究」『大

阪教育大学紀要 Ⅳ』64(2)、2015、91-100)。

　逆に、「70代になると、社会に対 してよりのびのびと活動するようになる」(14%)、 「より自分の

内面を見つめる学習をするようになる」(17%)、 「よ りいろいろなことに挑戦 したい」(19%)、 「そ

れまで打ち込めなかった学習や活動に打 ち込む」(20%)な ど、新たなことに挑戦するタイプの活
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自分の好きな学習や活動により集中するようになる 41.9

自分の好きなことに打ち込みたい 39.9

自分のために時間を使いたいと思う 38.8

それまでうまくいったことを続けたいと思う 34.5

学習や活動をするうえで年齢のことは考えないようにしている 34.5

70代になっても現代社会の流れについていきたい 31.6

徐々に体を動かす学習や活動をためらうようになる 25.8

活動や人間関係の範囲を狭めると思う 23.5

60代と70代とでは自分の学習や活動に大きな変化はない 23.4

他の人や社会のために役立ちたいと思う 23.1

学習や活動をする際に老い・病気のことを考えてしまう 20.2

それまで打ち込めなかった学習や活動に打ち込む 20.0

よりいろいろなことに挑戦したい 18.7

より自分の内面を見つめる学習をするようになる 17.0

社会に対してよりのびのびと活動するようになる 13.8

0 20 40
(%)
60

図表5-3 「60代から70代 にかけて」の学習 ・社会活動意識の変化(複 数回答;N=766)

動はそれほど比率が高 くなかった。こうしてみると、「好 きなことへのこだわ り」と継続性が60代

から70代 にかけての変化 を象徴 しているともいえる。ただ し全体的にみるならば、14%か ら42%ま

での間のばらつきであるため、 とくに比率が顕著だった項 目はなかったともいえる。このことはい

いかえるならば、70歳 が学習や社会活動の分岐点にならないかもしれないということを示唆してい

るともいえよう。

　巻末資料 より学習意識の変化 を男女別にみると、「70代になっても、現代社会の流れについてい

きたい」(男 性28%、 女性36%)、 「学習や活動をするうえで年齢のことは考えないようにしている」

(男性29%、 女性40%)で 女性のほうが有意に高率であったものの、他の項 目では有意差はうかがえ

なかった。むしろ男女差はほとんどなかったともいえよう。「現代社会の流れについてい く」に関

しては、平均的に男性のほうに職業生活が長かったことが関連 しているのかもしれない。

　年齢別で も大 きな差があまりうかがえなかった。「70代になると、それまで打ち込めなかった学

習や活動に打 ち込む」(60代16%、70代 前半25%、 同後半以上28%)で は、年齢 による比率の有意

な上昇がうかがえた。 また、「70代になると、自分の好 きな学習や活動により集中するようになる」

が70代 前半で51%(他 は39%と40%)と 高 く、70代 になると好 きなことに打ち込めるという思いが

この年代に多 くうかがえるのが興味深い。しか し回答者が70代 後半以降になると、その意識はやや

低減するようである。これら以外の項目群では年齢による有意差はうかがえなかった。
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第2節 　「年をとること」への意識

　学習や社会活動への意識の変化の背後 には、年 をとることや老い、エイジングに対する意識の変

化がある。本調査では 「60歳以降に年をとること」に限定 して、それに対するいくつかの意見に対

して複数回答で意識をたずねた。(な お巻末の質問紙などをみるとわかるように、項目の5は 当初

は 「知恵や人生への理解が深 まる」 といった項 目を予定 していたが、質問紙印刷 の段 階でこの部

分が飛 び、結果としてこの項目抜 きでの質問紙配布 となって しまった。そのため項 目5は 存在 しな

い。)

　図表5-4は 「60歳以降に年をとること」の回答結果である。 これによると、最 も高率だった項

目は 「人生後半のしぜんな変化」で、 じつに全体の77%が これを選択 していた。多 くの受講者は、

高齢期の時期の変化をまずはしぜんなプロセスとして受け容れているといえる。その後、「人生の

残 り時間が少なくなっていく」(36%)、 「老いて身体が弱 くなってい く」(31%)、 「人生を振 り返る

ようになる」(29%)、 「自由な時間が開ける」(29%)、 「健康状態が悪 くなってい く」(27%)な ど

と続いている。逆に 「人間が完成されてい く」(4%)、 「大 きな変化が待っている」(5%)、 「よく

わか らない」(6%)、 「ただ同 じような日々の くり返 し」(9%)な どは比率がかな り低かった。こ

こで留意 したいのは、ポジティヴな含意の項 目もネガティヴな含意の項 目もともに、高率の部分に

おいても低率の部分においても選択 されているという点である。

　この設問は、1995年 に大阪府老人大学で実施 した 「老いと死 に関す る調査」の項 目を下地にして

人生後半のしぜんな変化 76.9

人生の残り時間が少なくなっていく 36.0

老いて身体が弱くなっていく 31.4

人生を振り返るようになる 29.1

自由な時間が開けていく 29.0

健康状態が悪くなっていく 26.7

人とのつきあいが減っていく 23.8

死が近づいていく 22.5

外見が若 々しくなくなる 21.9

より自分らしくなっていく 21.2

物事を柔軟に考えにくくなっていく 16.8

人間がまるくなっていく 16.4

いろいろな人とつきあうようになる 13.9

いろいろなものを失っていく 11.6

社会生活からはなれていく 10.1

ただ同じような日々のくり返し 9.2

よくわからない 5.6

大きな変化が待っている 5.3

人間が完成されていく 4.0

0 20 40 60 80 100
(%)

図表5-4 60歳 以降に 「年 をとること」 とは(複 数回答;N=835)
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体力が落ちていく 69.5

記憶力が悪くなっていく 68.0

自分の自由な時間が開けていく 61.3

いろいろな人とつきあうようになる 54.0

健康状態が悪くなっていく 48.7

人間がまるくなっていく 48.2

知恵や人生経験が豊かになっていく 42.6

しぜんなプロセスで、大きな変化はみられない 42.4

人生を振り返るようになっていく 41.9

人生の残り時間が少なくなっていく 36.8

死に近づいていく 35.6

より自分らしくなっていく 27.1

社会生活が開けていく 27.1

物事を柔軟に考えにくくなっていく 24.2

人とのつきあいが減っていく 18.2

いろいろなものを失っていく 162

人間が完成されていく 15,8

ただ同じような日々 のくり返し 15.5

社会生活からはなれていく 14.5

大きな変化が待っている 4.8

0 20 40 60 80
(%)

図表5-5　 「年をとること」へのイメージ(1995年 大 阪府老人大学調査;複 数回答;N=413)

いる。そのときは 「あなたにとって 『年をとること』はどういうことですか」 という質問をしてい

るが、その結果を示 したのが図表5-5で ある(今 回は 「60歳以降に」と限定しているが、1995年

調査では限定 していない)。 ここで 目につくのが 「しぜんなプロセスで、大 きな変化 はみ られない」

が42%で 、今回の 「しぜんな変化」の77%と 大 きな差があるという点である。(こ の原因は、1995

年調査で 「大 きな変化はみられない」 と付記 しているためかと思われる。)2008年 の西宮市調査で

は 「人生後半のしぜんな変化」は56%の 選択率であった。また1995年 調査 においてもポジティヴな

項 目とネガティヴな項 目とが、高率 ・低率それぞれの部分で混在 しているのがうかがえる。「大 き

な変化」「社会か らはなれる」「人間が完成」「いろいろ失う」などの項 目は、いずれも低率であ り、

20年以上経て も年をとることへの意識はあるていど似ているといえる。

　巻末資料か ら 「年をとること」への意識を男女別にみると、「老いて身体が弱 くなってい く」(男

性37%、 女性25%)、 「人とのつ きあいが減ってい く」(男 性29%、 女性20%)な ど、どちらか と

いうとネガティヴなニュアンスの意識が男性に高率で、逆に 「よ り自分 らしくなってい く」(男 性

18%、 女性26%)、 「人生 を振 り返るようになる」(男 性27%、 女性33%)な どややポジティヴある

いは中性的なニュアンスの意識は女性のほうが高率であった。

　年齢別にみると、「人生の残 り時間が少な くなっていく」「老いて身体が弱 くなってい く」「健康

状態が悪 くなってい く」「死が近づいていく」などの 「喪失」に関連する意識は、60代 に高いこと

がわかる。しか し全体的には顕著な傾向はうかがいにくかったといえる。
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